






















 

 

 

企画提案書等作成要領 

１  企画提案書等の内容について 

記載事項 内容に関する留意事項 

共通事項 

 

・文字サイズは10ポイント以上とする。 

・様式1～3以外には可能な限り事業者名が特定できるような表示や表現は行わな

いこと。 

・提案にあたっては、図や絵の活用、文字の強調やカラーを使用するなど、必要に

応じわかりやすい表現となるよう工夫すること。 

業務遂行能力 【様式 3】 

・名簿は、法人登録をしている団体にあっては登記簿上の役員について、その他の

団体にあっては代表者等（法人の役員等と同様の責任を有する代表者及び理事

等）について全て記入すること。 

【様式 4】 

・貴社の平成２２年度以降、公共空間を活用した業務を完了した実績を記載するこ

と。 

・4件以上ある場合は、本業務に類似性が高い3件を選択して記載すること。 

（記載された、公共空間を活用した業務を完了した実績を証明できる契約書、履行

完了及び契約内容が確認できる書類を添付すること） 

【様式 5】 

以下のとおり業務実施体制の方針、配置予定の担当者及び分担業務を記入する

こと。 

・主任技術者は1名、担当者は1名以上とする。担当者が複数の場合はそれぞれの

分担業務の内容を記載する。 

・他の業者等に本業務の一部を再委託する場合、又は学識経験者の技術協力を

受けて本業務を実施する場合には、その業務内容を記載すること。 

【様式 6】 

・本業務を担当する主任技術者及び全ての担当者について作成する。 

・主任技術者及び各担当者ごとに、様式を作成する。 

・主任技術者及び各担当者ごとに、平成２２年度以降、公共空間を活用した業務を

完了した実績・業務概要及び従事した内容について記載する。4件以上ある場合

は、本業務に類似性が高い3件を選択して記載すること。 

（記載された、平成２２年度以降、公共空間を活用した業務を完了した実績を証明

できる契約書、履行完了及び契約内容が確認できる書類を添付すること） 

企画提案能力 【様式 7】 

・テーマ① 駅からまちへ人を呼び込む空間づくり 

・テーマ② 心地よく滞留できる空間づくり 

・テーマ③ 事業PR 

：用紙サイズA4（縦）6頁以内又はA3（横）3頁以内 

(別添１) 



 

 

2 企画提案書等提出時の留意点について 

提出の際は、正本（1部）及び副本（5部）の計6セットを各セットごとにフラットファイルに以下の順序で

綴じたうえ、インデックス（下線部参照）を全てに付けてください。また、副本は、様式4～7及び別添3の

みとし、これらに記載されている社名等（事業者名が特定できるような表示や表現全てを含む。）は黒塗

りで抹消してください。 

  （順序）様式 1～様式 7 

 

3 その他留意事項 

 提出書類について、この書面に示された条件に適合しない場合は無効とする場合があります。 



（別添２） 

業 務 委 託 概 要 

件 名 名古屋駅前桜通における道路空間活用社会実験等業務委託 

担 当 課 住宅都市局都心まちづくり部名駅ターミナル整備課 

 

 

内   容 

 

１ 業務目的 

「名古屋駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）」（２０１９年 1 月策定）

を踏まえ、桜通の道路空間を将来の名古屋駅駅前広場に即した空間にする

ことを目指し、道路空間の活用方法を検討するため、駅からまちへと歩く

人々が心地良く滞留できる空間を形成することにより、にぎわい創出や駅前

広場及び桜通の再整備の機運を醸成するための社会実験を実施する。 

 

２ 業務内容 

（１） 社会実験の企画 

（２） 社会実験の実施 

（３） 社会実験の効果検証 

（４） 報告書の作成 

 

３ 成果品 

（１） 報告書  １部 

（２） 報告書を含む市への提出物一式の電子データ １部 

（３） その他、監督員が必要と認める資料 
 

履 行 期 間 契約締結日 ～ 令和７年１２月２３日（予定） 

履 行 場 所 名古屋市中村区名駅三丁目及び名駅四丁目地内 

 



 

 

 

 

内 訳 書 

 

 

 

 件名  名古屋駅前桜通における道路空間活用社会実験等業務委託                           

 

項  目 金  額 

社会実験の企画  

社会実験の実施  

社会実験の効果検証  

報告書の作成  

打合せ協議  

消費税及び地方消費税額（１０％）  

合    計  

 

(別添３) 



団体グループ協定書 

（目的） 

第 1 条 当団体グループは、「名古屋駅前桜通における道路空間活用社会実験等業務委託」（以

下「本業務」という。）を共同連帯して営むことを目的とする。 

（名称） 

第 2条 当団体グループは、        団体グループと称する。 

（事務所の所在地） 

第 3条 当団体グループは、事務所を        に置く。 

（成立の時期及び解散の時期） 

第 4条 当団体グループは、 年  月  日に成立し、その存続期間は、プロポーザルによる

選定の結果、当団体グループが受注した場合は、本業務が完了し当団体グループの清算が終

了するまでとし、その他の場合は本業務の契約締結日までとする。 

（構成員） 

第 5条 当団体グループの構成員は、次のとおりとする。 

 

所在地 

商号又は名称 

 

所在地 

商号又は名称 

（代表者） 

第 6条 当団体グループは、        を代表者とする。 

（代表者の権限） 

第 7 条 代表者は本業務の履行に関し、当団体グループを代表してその権限を行うことを名義

上明らかにした上で、下記の権限を有するものとする。 

(1) 企画提案書に関すること。 

(2) 発注者及び監督官庁等と折衝すること。 

(3) 見積に関すること。 

(4) 契約代金の請求及び受領に関すること。 

(5) 当団体グループに属する財産の管理に関すること。 

（構成員の責任） 

第 8条 各構成員は、本業務の履行に伴う当団体グループが負担する義務の履行に関し、連帯し

て責任を負うものとする。 

（権利義務の譲渡の制限） 

第 9条 この協定書に基づく権利義務は、他人に譲渡することはできない。 

（事業途中における構成員の脱退に対する措置） 

第 10 条 構成員は、発注者及び他の構成員全員の承認がなければ、当団体グループが本業務を

（別添４）（参考） 



完了する日までは脱退することができない。 

2 構成員のうち業務途中において、前項の規定により脱退した者がある場合においては、残存

する構成員が本業務を完了するものとする。 

（取引金融機関） 

第 11 条 当団体グループの取引金融機関は、        銀行とし、団体グループの名称

を冠した代表者名義の別口預金口座によって取引するものとする。 

（構成員の除名） 

第 12 条 当団体グループは、構成員のうちいずれかが業務途中において重要な義務の不履行そ

の他の除名し得る正当な事由を生じた場合においては、発注者及び他の構成員全員の承認に

より当構成員を除名することができるものとする。 

2 前項の場合において、除名した構成員に対してその旨を通知しなければならない。 

3 第 1項の規定により構成員が除名された場合においては、第 10 条第 2項の規定を準用する。 

（業務途中における構成員の破産又は解散に対する処置） 

第 13 条 構成員のうちいずれかが業務途中において破産又は解散した場合においては、第 10 条

第 2項の規定を準用する。 

（代表者の変更） 

第 14 条 代表者が脱退し若しくは除名された場合又は代表者としての責務を果たせなくなった

場合においては、従前の代表者に代えて、発注者及び他の構成員全員の承認により他の構成

員を代表者とするものとする。 

（解散後の契約不適合責任） 

第 15 条 当団体グループが解散した後においても、当成果品が種類又は品質に関して契約の内

容に適合しないときには、各構成員は共同連帯して責任を負うものとする。 

（協定書に定めのない事項） 

第 16 条 この協定書に定めのない事項については、構成員全員をもって定めるものとする。 

 

        外 社は、上記のとおり        団体グループ協定を締結したので、

その証拠として名古屋市住宅都市局名駅ターミナル整備課への提出用を含め協定書 通を作

成し、各通に構成員が記名し、各自所持するものとする。 

 

令和  年  月  日 

所在地 

商号又は名称 

代表者役職氏名 

 

所在地 

商号又は名称 

代表者役職氏名 


